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金沢市市街地再生課 杉本 英大

金沢市における市街地再開発事業



石川県
金沢市

金沢市の概要

・人 口：45.7 万人

・世帯数：21万 世帯

・面 積：467.8 k㎡

金沢港
（日本海）

駅西副都心
(50～60年の新しいまち)
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市街地の形成過程
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藩政期のまちのスケール

金沢城

犀 川

浅野川

約２ｋｍ

約
２
ｋ
ｍ

城下町の形成

1488(長享2)年 加賀一向一揆

1546(天文15)年 金沢御堂の建設
（寺内町の形成）

1583(天正10)年 前田利家入城

～1680年頃 城下町の構築

以降、400年以上戦災や大災害を受けず、今に残る
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市街地の形成過程
明治期：鉄道敷設
※まちのｽｹｰﾙが1950年頃まで続く

昭和40年代～ 都心軸の形成
・金沢駅西：区画整理に宅地拡大
・旧市街地：都心軸沿道の再開発

平成27年３月
・北陸新幹線金沢開業

昭和53年～平成３年
・連続立体交差事業

① ②

③ ④
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現 在

駅西副都心の開発

金沢駅

金沢港
県庁

開発前（昭和４５年撮影）
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旧市街地側（都心軸の近代化）

事業完了（平成25年）昭和55年頃
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歴史まちづくり
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歴史文化資産群

約２ｋｍ

約
２
ｋ
ｍ

残存する寛文期(1667年頃)の道路

残存する安政期(1856年頃)の道路

明治以降に拡幅された道路

※金沢工業大学 教授 増田 達男
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金沢の歴史的風致（フルセットの城下町）

西外惣構跡東山ひがし

茶屋町 お座敷

金沢箔

都市構造

歴史遺産群

伝統文化

工芸技術（伝統産業）
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茶会（茶室）

兼六園 雪つりの景観

長町武家屋敷群 こもかけ

金沢城跡（国指定史跡）
薪能

友禅流し（浅野川）

東山ひがし 加賀鳶

歴史的風致維持向上計画
（平成21年認定）

「金沢の文化的景観 城下町の伝統と文化」

※城下町の本質的要素が凝縮し、景観の

重層性、象徴性を示すエリア

重要文化的景観
（平成22年選定）
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市 独 自 条 例
（景観関連）

・眺望景観形成条例

・寺社風景保全条例

・沿道景観の形成条例

・用水保全条例

・夜間景観形成条例

・斜面緑地保全条例

・川筋景観保全条例

重要広域幹線景観形成区域

・伝統環境保存区域

・伝統環境調和区域
景観法に基づく

景観条例

・近代的都市景観創出区域

市 独 自 条 例
（歴史関連）

・伝建地区保存条例

・こまちなみ保存条例

・金澤町家保全活用条例

都市構造、歴史遺産の保全スキーム
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まちづくりの規範

「保存と開発の調和」
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日本海

開発優先

・駅西副都心

・旧市街地

保存優先

まちづくりの規範「保存と開発の調和」
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約２ｋｍ

約
２
ｋ
ｍ

金沢駅
※城下町の範囲

に集中

まちづくりの規範「保存と開発の調和」
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市街地再開発事業
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これまでの市街地再開発事業

⑤

金沢駅

武蔵ヶ辻

香林坊

②

⑩

⑨

⑦

⑪

⑭
片 町

④

⑮

⑧

①

③

⑥

⑫

⑬

① ポルテ金沢

② ヴィサージュ

③ ライブ１

④ ルキーナ金沢

⑤ やわらぎ金沢

⑥ みやび・る金沢

⑦ リファーレ

⑧ 金沢雅壇

⑨ 武蔵ヶ辻ビル

⑩ 金沢スカイビル

⑪ 金沢ﾆｭｰｽｶｲﾋﾞﾙ

⑫ 近江町いちば館

⑬ 香林坊１０９

⑭ 香林坊アトリオ

⑮ 片町きらら※15棟

（⑨は民間建替えより更新済） 18



⑫

⑫ 近江町いちば館
（武蔵ヶ辻第四地区市街地再開発事業）
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■事業の概要 施 行 者 武蔵ヶ辻第四地区市街地再開発組合

所 在 地 金沢市青草町、下堤町の各一部

地区面積 約0.9ha

事業年度 平成14年度～平成21年度

総事業費 56.6億円

■建物の概要

■事業の特色 ・市場の再整備（雰囲気を継承）

・低容積型事業（指定容積率600％に対して288％）

・歴史的建築物の保存活用

敷地面積 約5,000㎡

延床面積 約17,000㎡

構造規模 SRC造一部Ｓ造、地上５階・地下１階
高さ21ｍ

主要用途 市場施設、商業施設、公益施設、駐車場
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市場の雰囲気を継承

施設内通路 既存通路
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再開発ビル 既存店舗

市場の雰囲気を継承
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村野藤吾設計の銀行建築
→ 曳家して保存活用

歴性的建造物の保全活用
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バス待ち環境の改善
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アトリウム
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⑮ 片町きらら
（片町Ａ地区市街地再開発事業）

⑮
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■事業の概要
施 行 者 片町A地区市街地再開発組合

所 在 地 金沢市片町２丁目地内

地区面積 約0.6ha

事業年度 平成25年度～平成28年度

総事業費 約57億円

■建物の概要
敷地面積 4,660㎡

延床面積 15,000㎡

構造規模 S造、地上6階・地下1階

主要用途 商業、ブライダル、
業務施設

■事業の特色

・防火建築帯、防災建築街区の再整備

・共同建替えの精神
→従前の土地所有形態を継承
→全員権利変換で保留床も権利者・権利者法人が取得

・ダウンサイジング（容積を約630％から約300％に）

・短期間での事業実施（都決から27ヶ月でオープン）
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従前の状況（防火建築帯、防災建築街区の再整備）
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短期間で事業実施

平成２７年 ９月 先行オープン（商業・事務所）

７月 都市計画決定
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まちなか広場の整備
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都市再生緊急整備地域指定に向けた取組み

Ｒ６.５
第１回本協議会
• 都市再生緊急整備地域制度について
• 都心軸の現状と課題

Ｒ６.７ 市民アンケートの実施

Ｒ６.８
第２回本協議会
• エリア(素案)と地域整備方針(素案)

Ｒ６.11
第３回本協議会
• 素案のとりまとめ

Ｒ７.１
(予定)

・本協議会から金沢市へ素案を報告
・金沢市から内閣府へ素案を申請

エリア（素案）
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市街地再開発事業の課題感
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・事業採算性のため、権利変換される床は小さく
なる（単価が高い床となる）方向に働く

・周辺相場に見合わない家賃設定をすれば空き床
のリスクが増大する

・権利者は、必要な利回りを確保するために家賃
を上げざるを得ない

いかに周辺のマーケットを温めるか
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エリアリノベーション（R5fy～）

多様な空間において、それぞれの特性に応じた活動が
有機的に連携することで、地域として価値を上げる

駐車場

広 場
歩 道

空家の活用

再開発ビル商業床

民地セットバック空間

34



再開発事業の採算性成立と持続可能な床運営

エリアリノベーションが進めば・・・

地域の価値（魅力）が向上し、人が集まる

再開発ビルの床への出店を希望する人が増える

権利床の家賃単価が上がる

権利床が小さくても我慢できる

保留床を大きくできる

事業の採算性が成立

権利床の単価が高くても、
必要な利回りが確保できる

持続的な床運営が可能
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Thank you 




